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第２期藤沢市子どもの居場所づくり推進計画の推進に向けた取組について 

 

１ 子どもの居場所づくりの取組について 

（１） 趣旨 

本計画の目指す方向に向けて子どもの居場所づくりを進めていくために、計画４年間の取組内容及び初

年度におけるマイルストーンや取組内容などを整理し、子どもの居場所ネットワークの立ち上げなどを含む新規

事業について、ご意見を頂戴したいと考えています。 

 

 

２ ４年間の目標と取組内容 

本計画で設定した目指す方向及び藤沢市子ども・若者共育計画の目指す姿につながるよう子どもの居場所

づくりを推進します。ヒアリング等の調査や新規事業の実施内容を踏まえた、本計画４年間の取組内容は以下

のとおりです。 

（１） 新規事業 

新規１ 子どもの意見を反映した居場所運営の推進 

⚫ 子どもの居場所において、子どもの意見が反映される仕組みが取り入れられている。 

⚫ 意見聴取が行われるように、好事例、先進事例の共有を行う。 

新規２ 居場所で表面化する問題への相談体制の検討 

⚫ 相談できる状態が整っている。 

⚫ 居場所で子どもの困りごとがあったときの相談先がある。 

新規３ 子どもの居場所に係るネットワークの構築 

⚫ ネットワークを立ち上げるとともにネットワークと協働し、最終的に居場所の運営者が担うネットワークで自

走する仕組みをつくる。 

⚫ 子どもの居場所ネットワークに 50 団体登録されている。 

⚫ ネットワーク内で近隣の居場所同士の連携がとれる状態。 

⚫ 居場所の運営者が孤立感を感じないような状態。 

新規４ 子どもの居場所事業の箇所数把握 

⚫ 子どもにわかりやすいような形で居場所の情報を発信。 

⚫ 運営者にも利用者にもわかりやすい居場所に関する案内。 

（２） その他の取組 

⚫ 朝の居場所の検討 

⚫ オンラインの子どもの居場所におけるリスクから子どもを守るための啓発 
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３ 今年度の目標と取組内容 

（１） 計画の周知について 

ア ツールを活用した周知 

⚫ すぐーる・LINE など 

イ 機会を捉えた周知 

⚫ イベント（市民まつり・産業フェスタなど） 

ウ 子どもの集まる場所や団体での周知 

⚫ 子どもの家・放課後児童クラブ・子どもの居場所を運営する団体等への配布など 

（２） ネットワークの立ち上げ及び交流会の実施（新規 3 子どもの居場所に係るネットワークの構築） 

⚫ 表面化する問題の整理、相談先の把握や相談フローの確立（新規 2 居場所で表面化する問題への

相談体制の検討） 

⚫ 意見聴取の先進事例や好事例の資料作成及び共有（新規 1 子どもの意見を反映した居場所運営

の推進） 

（３） 居場所に関する情報を一元化するホームページの作成。 

⚫ 居場所のデータベース公開。（新規 4 子どもの居場所事業の箇所数把握） 

⚫ 意見聴取・子どものセーフガーディングに関する資料の公開（新規 1 子どもの意見を反映した居場所運

営の推進） 

⚫ 相談先の公開（新規２ 居場所で表面化する問題への相談体制の検討） 

 

 

４ 第２期藤沢市子どもの居場所づくり推進計画の改訂について 

子どもと居場所運営者の声を概要版、子ども版に反映し、ターゲット層に対してより分かりやすいものと適宜更

新していきます。計画本体については、令和９年度に実施予定の中間見直しにおいて必要に応じて内容の更

新を予定しています。 

（１） 実施内容 

電子版のみ更新を想定。 

概要版については、市民だけでなく居場所の運営者にも計画の内容を伝えるものとして作成しましたが、加

えて掲載したほうが良い内容や、わかりづらい表現などがあれば、加筆修正を行う予定です。なお、年度の更

新として、掲載されている居場所の個所数については新年度４月１日時点で更新する予定です。 

また、子ども版についても、表現の修正や、伝えたいことの更新など、子どもにとって居場所を考えるきっかけ

になるような冊子になるように修正していきたいと考えています。 

 

以 上 

 

事務担当 青少年課 


